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ある日曜日、デジタルテレビを買って見ていると、
BS-TBSでこの研究が紹介されていた。両氏のレポー
トは長すぎるので、テレビの放送内容を加味しなが
ら私なりに書いてみました。

20 世紀初頭にアメリカで始められたこの年輪年代
法は、放射性炭素年代測定法
などと違い、誤差のない高精
度の年代を確定できる点で大
変優れている。
その方法について、日本
では前述の二人の研究員が
1980 年から研究に着手し、
我が国ではヒノキとスギが年
輪年代法の研究に適している
事が判明した。
まず年輪パターンを作ること。それは毎年、日本
全国のいま立っている木（現生木）を切って、辺材
の成長の早さを測定することから始まった。例えば、
平均 1ミリ成長することを標準として、今年は何ミ
リ成長したかをみて、標準成長率を手作業によって
割り出した。その中で、ヒノキとスギが同じパター
ンで成長することがわかった。

1985 年、ヒノキを使って現在から紀元前 37 年ま
での 2000 年間にわたる長さ 15 メートルの暦年標準
パターンを作成し、出土した建築物や遺跡に当ては
めていった。
伐採年を確定する方法として年輪を使うが、樹皮、
辺材（白太）は成長期の年輪幅が大きく、研究しや
すい。一方、心材（赤味）は木を支えるため緻密で、
辺材を剥いで建築物に使用されているため、研究に

は適さない。
従って辺材を見つけることが
研究の第一歩だが、辺材は腐り
やすく建築に適さないため、建
物を解体すると、間違って使っ
ていたか、仕方なく使っていた
か、ほんの一・二本程度しか見
当たらず、大変な苦労になった。
この年輪年代法を当てはめ

て、東大寺南大門の国宝、金剛力士像が 1203 年につ
くられたが、伐採年は 1201 年であったことが判明し
た。
今ではパソコンに暦年標準パターンが取り込まれ
ており、10 ミクロンまで写るデジタル一眼レフカメ
ラによる現地撮影で辺材を撮れば、ただちに年代測
定ができるようになり、現存の建物からも年代がわ
かるようになった。

「樹木年輪年代法」
─奈良国立文化財研究所
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e-Tax（イータックス）の代理送信をご存知ですか？
〜税理士が納税者に代わって手続きできます〜

e-Tax は、オフィスや税理士事務所からインターネットを利用して申告
や納税などの手続きができるシステムです。
「e-Tax に興味はあるけど、税金のことは税理士さんに任せているし
…」という方は、税理士さんの代理送信で e-Tax を利用できます。
法人税、消費税等の申告等の際には、貴社の顧問税理士に「申告は
e-Tax で！」とお願いしてください。


